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なわとびチャレンジ・たてわりチャレンジ
～受け継がれていく記録とたてわりで育む文化～

今年は、大雪に見舞われることが何度もありました。予定の変更や、登下校の安全確保などに、

いろいろとご協力をいただきありがとうございました。雪の積もった校庭では、子どもたちが、

雪だるまを作ったり、雪合戦をしたりと冬ならではの遊びを楽しむことができ、満足そうでした。

２月１５日には、全校縄跳びチャレンジ大会が行われました。子どもたちは、この日に向けて、

たてわりでの大縄跳びや、個人種目の練習に取り組んできました。

個人縄跳びでは、歴代の記録と保持者が昇降口前に掲示されています。その記録を超えると、

新しい記録と達成者が掲示されていきます。その記録からは、子どもたちが練習を積み上げた成

果を感じます。また、全校での新記録とはいかなくても、自分の記録をどんどん更新している子

がたくさんいます。継続して練習することの意味や達成感を自分で味わい、また練習しようと意

気込んで練習している様子がとても素晴らしいと思っています。

たてわりチャレンジでは、３分間で大縄８の字跳びの回数を競います。水曜日の昼休みに、６

年生が中心になって練習してきました。タイミングをつかめるように「はい！」「いま！」と声

をかけたり、失敗した子にも、「だいじょうぶ」「そんな感じ。次、できるよ。」と励ましたりと、

６年生がよくリードしていてくれていました。練習を重ねるごとに、連続して跳べる人数が増え

ていったり、縄を回す速度がリズミカルになったりして、みんなの力が結集してきたことをどの

子もが感じているようでした。

たてわり活動の時に、みんなをリードしていくべき自分たちの行動の在り方や、声のかけ方に

工夫をしたり、気をつけたりしている６年生。またその様子を見て、高学年としての姿にあこが

れたり、学んだりしている下学年。これらの姿が代々引き継がれ、異年齢集団の活動の秘訣を体

験を通して学んでいます。５年生以下の子どもたちが、６年生が頑張ってきた姿をよい形で受け

継いでほしいと願っています。

いよいよ、１年間の終盤の時期となりました。これまでに取り組んできた学習や生活の中で得た成

果を振り返って納得したり、足りなかったことを少しでも挽回させるため、自分のギアを一段階上げ

て頑張ったりしている子どもたちの姿に、力強さを感じます。一人ひとりが一年間のまとめをしっか

りして、自分に自信を持って次の学年を迎えることができるよう努めていきたいと思います。



行事
日 曜 行 事
1 水 集団下校 ６年バイキング給食
2 木 ６年生を送る会 色別遊び
3 金 集金日
6 月 委員会活動
7 火 体重測定(上)
8 水 体重測定(下)
9 木 貯金日(下)
10 金 卒業式練習(全校) 貯金日(上) 大掃除 ワックスがけ
13 月 卒業式練習(全校)
14 火 卒業式練習(全校)
15 水 卒業式練習(在校生) 地区児童会・地区別下校
16 木 卒業式練習(リハーサル) 卒業式前日準備(4.5年)
17 金 卒業証書授与式 (給食なし)
20 月 春分の日
22 水 給食終了 集団下校
23 木 集団下校11:45
24 金 修了式 集団下校11:45
25 土 学年末休業
31 金 離任式

１月
２月の
行事から

1/１０ 始業式 1/１３ ６年スキー教室 1/２０ ２年食育の学習

１/2０ 給食感謝集会 1/23～24 ５年フローティングスクール 2/１ １年昔のあそび

2/2 一日入学・入学説明会 2/3 ３年歴史の館見学 2/8 ２年蒲生図書館見学

東小ホームページ

http://www2higashiomi.ed.j
gahigashisho/index.php

共同募金
児童会が中心

となって募金活動
を呼びかけた赤い
羽根共同募金にご協力いただ
きありがとうございました。
１０,９８６円を、滋賀県共同募

金会にお届けしました。

今月から、
小川 俊久 先生と、
川嶋 智美 学校司書に
来ていただいています。
よろしくお願いします。


